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博物館等におけるアイヌの人々の遺骨及びその副葬品の 

保管状況等に関する調査結果 

 

平成２８年１１月 

文 部 科 学 省 

 

１．調査の目的 

アイヌ政策推進会議政策推進作業部会における審議を踏まえ、博物館等を

対象に調査を実施した。 

 

２．調査の時期 

平成２７年８月に調査票を各博物館等へ発出し、平成２７年１２月２５日

を回答期限とした。その後の現地調査等の結果を踏まえて精査を行い、平成

２８年１１月４日現在の状況を取りまとめた。 

 

３．調査の対象 

国立博物館、都道府県・市町村立博物館及び民間の博物館等施設（5,558館） 
 

※博物館のうち、動物園、植物園、動植物園、水族館は除いた。野外博物館について

は、北海道内のみ調査を実施。 

※北海道については、アイヌ関係資料を収集、保管している施設も調査を実施。 

※国公私立大学、公私立短期大学及び大学共同利用機関法人に附属する博物館は除い

た。（「大学等におけるアイヌの人々の遺骨の保管状況調査」において調査済み。） 

 

４．遺骨を保管している博物館等の数と遺骨の数 

・遺骨を保管している博物館等の数は１２施設である。 

（北海道博物館、市立函館博物館、網走市立郷土博物館、苫小牧市美術博

物館、室蘭市民俗資料館、釧路市埋蔵文化財調査センター、ところ埋蔵文

化財センター、いしかり砂丘の風資料館、豊浦町中央公民館、上之国館調

査整備センター、伊達市噴火湾文化研究所、東京国立博物館） 

 

・個体ごとに特定できた遺骨は７６体である。 

うち、個人が特定できる遺骨はない。 

 

・個体ごとに特定できなかった遺骨が２７箱に納められている。 
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５．博物館等が保管に至った時期・経緯（個体ごとに特定できた７６体） 

（１）時期 

昭和２９年から平成２６年までの期間に保管に至った遺骨が７４体（約

９７％）ある。また、保管に至った時期が不明の遺骨が２体（約３％）あ

る。 

 

（２）経緯 

地方公共団体等による発掘調査により出土した遺骨が６７体（約８８％）

ある。また、寄贈等による遺骨７体（約９％）、博物館等が保管に至った経

緯が不明の遺骨が２体（約３％）ある。 

 

６．発掘・発見された経緯等（個体ごとに特定できた７６体） 

（１）経緯 

地方公共団体等による発掘調査により出土した遺骨が６７体（約８８％）

ある。また、発掘・発見された経緯が不明の遺骨が９体（約１２％）ある。 

 

（２）発掘・発見主体 

地方公共団体等が発掘・発見した遺骨が６５体（約８５％）、個人が７体

（１０％）、発掘・発見した主体が不明の遺骨が４体（約５％）ある。 

 

（３）発掘・発見された場所 

北海道が７１体（約９３％）あり、発掘・発見された場所が不明な遺骨

が５体（約７％）ある。 

 

７．博物館等に保管されている遺骨の状況（個体ごとに特定できた７６体） 

（１）遺骨の部位 

全身骨が４９体（約６４％）、頭骨が１５体（約２０％）、四肢骨等が４

体（約５％）、頭骨・四肢骨の一部６体（約８％）その他（歯など）が２体

（約３％）ある。 

 

（２）遺骨の帰属年代 

   江戸時代以前の遺骨が６３体（約８３％）あり、江戸時代頃から明治時

代の遺骨が３体（約４％）ある。帰属年代が不明の遺骨が１０体（１３％）

ある。 
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（３）副葬品の有無 

副葬品があることが確認できた遺骨は６４体（約８４％）ある。 

 

（４）展示の有無 

展示されている遺骨はない。副葬品については、一部展示されているも

のがある。 

   

（５）遺骨の保管方法 

木製の箱に保管されている遺骨が１９体（約２５％）あり、紙製の箱に

保管されている遺骨が４４体（約５８％）、プラスチック製の箱に保管され

ている遺骨が１３体（１７％）ある。 

 

（６）文化財の認定の有無 

   文化財の認定の有る遺骨が６２体（約８２％）あり、無い遺骨が１４体

（約１８％）ある。 

 

８．個体ごとに特定できなかった２７箱について 

（１）博物館等が保管に至った時期・経緯 

①時期 

昭和２３年から平成６年までの期間の２０箱（約７４％）がある。ま

た、博物館等が保管に至った時期が不明の７箱（約２６％）がある。 

 

②経緯 

地方公共団体等による発掘調査により出土した遺骨が２箱（約８％）、

寄贈等による遺骨が６箱（約２２％）、その他が６箱（約２２％）、博物

館等が保管に至った経緯が不明の遺骨が１３箱（約４８％）ある。 

 

（２）発掘・発見された時期・経緯等 

①時期 

戦前において発掘・発見された遺骨が７箱（約２６％）あり、戦後に

おいて発掘・発見された遺骨が１２箱（約４４％）ある。また、発掘・

発見された時期が不明の遺骨が８箱（約３０％）ある。 

 

②経緯 

工事や地質調査等に伴う遺骨が５箱（約１９％）、発掘調査の結果発見
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された遺骨が６箱（約２２％）あり、不時発見された遺骨が１箱（約４％）

ある。発掘・発見された経緯が不明の遺骨が１５箱（約５５％）ある。 

 

③発掘・発見主体 

地方公共団体等が発掘・発見した遺骨が２箱（約７％）、個人が２箱（約

７％）、その他が７箱（約２６％）、発掘・発見した主体が不明の遺骨が

１６箱（約６０％）ある。 

 

④発掘・発見された場所 

北海道が１６箱（約５９％）あり、千島列島が５箱（約１９％）、樺太

（サハリン）が１箱（約４％）、発掘・発見された場所が不明の遺骨が５

箱（約１８％）ある。 

 

（３）博物館等に保管されている遺骨の状況 

①遺骨の部位 

全身骨が２箱（約７％）、頭骨が１６箱（約６０％）、四肢骨等が３箱

（約１１％）、その他（歯など）が６箱（約２２％）ある。 

   

②遺骨の帰属年代 

江戸時代以降が２箱（約７％）、江戸時代頃から明治時代の遺骨が７箱

（約２６％）ある。帰属年代が不明の遺骨が１８箱（約６７％）ある。 

 

③副葬品の有無 

副葬品があることが確認できた遺骨が９箱に納められている。地方公

共団体により文化財に認定された出土品である副葬品はない。 

 

④展示の有無 

展示されている遺骨及び副葬品はない。 

 

⑤遺骨の保管方法 

木製の箱に保管されている遺骨が１６箱（約６０％）、紙製の箱に保管

されている遺骨が９箱（約３３％）、プラスチック製の箱に保管されてい

る遺骨が２箱（約７％）ある。 
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⑥遺骨の文化財への認定の有無 

    地方公共団体により文化財に認定された出土品である遺骨はない。 

 

施設名 

個体ごとに特定できた遺骨 
個体ごとに特定 

できなかった遺骨  
うち、個人が 

特定できる遺骨 

北海道博物館 ７体   

市立函館博物館   ２５箱 

網走市立郷土博物館 ２体   

苫小牧市美術博物館 ２体   

室蘭市民俗資料館 ７体   

釧路市埋蔵文化財 

調査センター 
７体  １箱 

ところ埋蔵文化財 

センター 
１体   

いしかり砂丘の風資料館   １箱 

豊浦町中央公民館 １体   

上之国館調査整備 

センター 
５体 

 
 

伊達市噴火湾文化研究所 ４３体   

東京国立博物館 １体   

計 １２施設 計 ７６体  計 ２７箱 

 


